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アジア地域の現在の状況

12000

アジア地域の現在の状況
＜経済成長の状況＞

10000

12000

アジアの実質GDP推移

8000

ｉｌ
ｌｉ
ｏ

ｎ
ｓ
）

6000

ｄ
ｏ

ｌｌ
ａ
ｒｓ

（
Ｂ

アジア

2000

4000

Ｕ
Ｓ

ｄ

0

2000

1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004

IMF (2008)
2



アジア地域の現在の状況
＜大気汚染＞
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アジア地域の現在の状況
＜水環境＞UNEP GEO4 (2007)

Figure 4.3g
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アジア地域の現在の状況
＜廃棄物・循環資源＞
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アジア地域の現在の状況
＜温室効果ガス＞

UNEP GEO4 (2007)
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アジア地域の現在の状況
＜温室効果ガス＞

地域別二酸化炭素排出量予測
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アジア地域の現在の状況
＜自然環境＞

地域別原生林面積
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クリーンアジア・イニシアティブ
～アジア経済環境共同体構想の軸として～

○低炭素型＆資源循環型のアジアモデル
○環境と共生しつつ経済発展を図る経済連携圏を構築

アジア経済環境共同体構想の軸として

○環境と共生しつつ経済発展を図る経済連携圏を構築
経済発展

政策目標・施策の基本的方向

○自然共生 デ 提唱

○東アジア循環型社会ビジョン
の策定

○低炭素社会 移行を加速 ○自然共生モデルの提唱
○適応対策のためのソフト＆ハードイ
ンフラの整備

○観測及び研究による影響・脆弱性
把握 予測

○我が国の技術等を活用し、各
国内の３Rを支援。不適正な
循環資源の国際移動を防止

○アジア全体での循環資源の

○低炭素社会への移行を加速
するためのビジョンの共有

○公害対策と温暖化対策を同
時に実現するコベネフィット型
開発を推進 の把握・予測有効利活用を推進

○グリーン購入、サプライチェーンのグリーン化推進
○金融資本市場における環境配慮型経済活動の推進

の開発を推進
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施策の推進体制施策の推進体制

東アジア首脳会議環境大臣会合• 東アジア首脳会議環境大臣会合
今年から設置される環境大臣会合で意見交換、アクションプランを策定

アジア環境研究 研修ネ トワ ク（仮称）• アジア環境研究・研修ネットワーク（仮称）
各国の共同研究、域内外の研究者、技術者、行政官等の技術研修を行うネット
ワークの構築ワ クの構築

• ERIA（東アジア・アセアン経済研究センター）
東アジア各国の持続可能な発展の観点に立 た政策評価の実施と 「東アジア東アジア各国の持続可能な発展の観点に立った政策評価の実施と、「東アジア
持続可能な発展アウトルック」の作成

• 多様な主体との連携多様な主体との連携
学識経験者（APFED、NEAT等）、地方自治体、NGO等との連携強化
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